























































本論文は 5 章から構成される．第 1 章では，本研究の背景と目的について述べる． 
第 2 章では，本研究の位置づけを明確にするため本論文に関連する従来手法について述





第 3 章では，手首幅サイズの測距センサアレイにより手の甲上の 3 次元空間に挿入され
た指の 3 次元座標を推定する手法を示す．本手法により，手の甲をトラックパッド化して
スマートウォッチ操作時に発生するオクルージョンの緩和を実現する．次に，本手法を適用
した入力インタフェース Novest について述べる．指の 3 次元座標を指の位置推定（x,y）と
指の状態識別(z：レンジ外/ホバリング/タッチング)の 2 機能に分けて推定する本手法を適














立てたのち，本実験の結果をもとに仮説検証を行った．結果，Sighted と Unsighted とでは
機能と効率を両立する分割数が異なること，位置決定に要する時間が有意に変化すること
を確認した．また，特定の分割数においては，実験参加者が手の甲の視覚的及び触覚的特徴
を自発的に利用するため，これらの部位の積極的利用はユーザに友好的なデザインである
ことが示唆された．そして，実験から得られた結果をまとめた設計指針を Sighted の場合を
対象として Novest に適用した結果，使用部品数の削減やデータ更新速度の向上につながっ
た．さらに，アプリケーションにおいては，タッチパネル上ではタッチが困難な大きさのボ
タンも手の甲上では利用可能であることが示唆された． 
第 5 章では，本研究の貢献について整理したのち，手の甲を入力領域として利用するイ
ンタフェースの今後の展望について述べる． 
 
